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令和 2-3年度 文部科学省 新学術領域研究 

 「共創的コミュニケーションのための言語進化学」（共創言語進化） 

公募研究説明会のご案内 
http://evolinguistics.net/ 

 

皆さま、 

新学術領域研究「共創言語進化」では、下記の要領で令和 2-3 年度分の公募研究の説明会を開催いた

します。どうぞ奮ってご参加くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

領域代表 東京大学・岡ノ谷一夫 
cokanoya@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp 

記 

 
 ・京都回  2019年9月22日(日) 14:00-17:30 

   京都大学 人間・環境学研究科棟 地階大講義室 

 ・東京回 2019年9月23日(月) 14:00-17:30 

   東京大学 駒場 I キャンパス KOMCEE West レクチャーホール 

   東京回のみ終了後、懇談会 17:40-19:40 

  

 ・プログラム（東京回懇談会を除き、京都回・東京回共通です） 

 14:00-14:30  開会・領域説明  領域代表 東京大学・岡ノ谷一夫 
 14:30-15:20  各計画研究説明 (1)  
   A01 言語理論班代表 京都大学・藤田耕司 
   B01 行動生物班代表 東京大学・岡ノ谷一夫  
 15:20-15:30  休憩 
 15:30-16:45  各計画研究説明 (2)  
   B02 人類進化班代表 東京大学・井原泰雄 
   B03 認知発達班代表 東京電機大学・小林春美 
   C01 創発構成班代表 北陸先端科学技術大学院大学・橋本 敬 
 16:45-17:00 公募申請・審査スケジュール説明 東京大学・井原泰雄 
 17:00-17:30  個別相談会 
 

以 上 

  

http://evolinguistics.net/
mailto:cokanoya@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp
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令和 2-3年度 文部科学省 新学術領域研究 

 「共創的コミュニケーションのための言語進化学」（共創言語進化） 

公募研究申請のお誘い 
http://evolinguistics.net/ 

 
 平成 29 年度よりスタートいたしました新学術領域研究「共創言語進化」では、令和 2-3 年度分の

公募研究を募集いたします。たくさんの皆さまに応募いただき、本領域の一層の発展のためにお力

添えをいただきたく、本領域の概要と公募研究についての説明をお送りさせていただきます。 
 なお、公募要領および申請様式につきましては、文部科学省の「令和 2(2020)年度科学研究費助成

事業‐科研費‐（新学術領域研究・特別研究促進費）の公募要領・計画調書のダウンロード」のページ

（http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/boshu/1394561.htm）からご入手下さい。 
 

領域代表 東京大学・岡ノ谷一夫 
 

お問い合わせ：橋本 敬（事務担当）hash@jaist.ac.jp 
 

共創言語進化学とは 

 

 「階層性」と「意図共有」を２つの柱として、これらの融合としての⾔語進化（共創言

語進化）のメカニズムを解明 

 コミュニケーションの未来と人類の存続のあり⽅を提言 

 

このような研究を推進する分野統合的な領域である「共創言語進化学」を構築・確立する

ことが、本プロジェクトの目的です。 

 

言語進化学 

 

言語がどのような生物学的な適応のもとに、いつごろ始まり、どのようなメカニズムを経

て現在の形になり、さらに将来どのように変化して行くのかを解明する学問  

http://evolinguistics.net/
mailto:hash@jaist.ac.jp
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新学術領域「共創言語進化」概要 
 

本領域は２段階の目的をもつ。まず、言語の起源と進化について、言語理論・生物進化・人類進

化・個体発生の研究成果に整合するシナリオを作ると共に、その妥当性を数理モデルやシミュレ

ーション、ロボット実装により構成論的に検討する。次に、そのシナリオにもとづきコミュニケ

ーションの未来と人類の存続のあり方を提言する。これらを通じて文理を超克した新たな人間

科学としての「共創言語進化学」の創成をめざす。 

言語は、人類が個を超えた知を結集し、文明を作ることを可能にした画期的なテクノロジーで

ある。現在人類は、言語と情報技術を基盤とした新しいコミュニケーションを創出しようとして

いる段階にある。言語の起源と進化を知ることで、未来のコミュニケーションのあり方をデザイ

ンし、人類の持続的発展に寄与できると私たちは考える。 

グローバル化によって生ずる国際的軋轢、情報利用の格差によって生ずる幸福格差、急激に変

化するコミュニケーション様式への適応障害等、現在起こっている問題の解法を提言すると共

に、人間性の本質と可能性について理解を深化させる。 

各研究項目では、以下の研究内容を発展させる課題、および項目間を架橋する課題を募集する

（詳細は領域ホームページ）。実証研究には実験・調査・フィールドワークも含む。 

計画研究 A01 は、生成文法と認知言語学の利点を統合し、音韻論や歴史言語学など他の分野の

知見も取り込みながら言語の起源・進化に迫る。 

B01 は、多様な動物を対象としたゲノム、神経回路、行動、生態の各レベルでの比較研究によ

り、言語を可能にする下位機能の進化を探る。 

B02 は、人類学、考古学、霊長類生態学、比較認知科学、進化モデリングの手法により、言語

の基盤となる下位機能の出現時期、および淘汰メカニズムを推定する。 

B03 は、子どもの言語発達過程における階層構造と意図推測の出現・発達を多角的に調べ、発

達過程から進化過程を推測する。 

C01 は、数理モデル、シミュレーション、言語進化実験、対話実験、ロボットの相互作用実験

等の構成論的アプローチにより、共創的コミュニケーションの生物進化・文化進化を探求する。 

全般に、領域の多様性に貢献する研究を歓迎する。 
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令和 2-3年度公募研究について 

 
 本領域では、5 つの計画研究班（A01、B01、B02、B03、C01）のそれぞれについて、それらを

さらに発展させる研究、および異なる手法により補完する研究を公募する。公募研究の提案は、

研究課題が魅力的であることに加え、本領域の目標達成への寄与が明確であること、また関連す

る計画研究班だけでなく、他班との連携が具体的に考慮されたものであることが期待される。領

域全体としては、理論研究・実証研究を中心とする 200 万円規模の計画を 14 件、大規模実証研

究を中心とする 400 万円規模の計画を 8 件募集する。各計画研究班が募集する公募研究の内容、

および応募上限額（年度あたり）と採択目安件数は以下の通りである。 
 

A01 言語理論班（200 万円×6 件） 
 生成文法・認知言語学それぞれの利点の統合を中核とし、これに音韻論や歴史言語学の専門的

な知見を取り込むことでヒトの言語およびコミュニケーションとその起源・進化の実体に迫る。

公募班では、これらの各分野における先進的・萌芽的研究を行う優れた若手研究者を中心に、計

画班では取り上げていない他の理論言語学的アプローチも積極的に採択する。言語の生物進化

と関わる人類進化、遺伝子進化、脳進化の理論的研究や、比較言語学等、言語の文化進化と繋が

る伝統的な手法も対象になる。言語との関係が深い他の認知機能（数認知、心の理論、音楽認知、

倫理・道徳等）の研究も歓迎する。さらに、異分野融合の方法論を探求・提案する科学哲学的研

究も対象に含める。本計画班のみならず他の計画班との多角的な共同研究の展開に期待したい。 
 
B01 行動生物班（200 万円×2 件、400 万円×2 件） 
 鳥類・齧歯類・霊長類およびヒトを用いた比較行動学・比較ゲノム学・比較認知神経科学的手

法により、言語を可能にする下位機能の進化を探る。公募班では、複数の手法・複数の種にまた

がり、その成果を融合するような実験研究を期待する。また、これらの分類群以外の動物種を用

いた研究や、新たな手法を導入した研究の応募も歓迎する。言語の下位機能を探索するヒト脳機

能イメージングも、常に動物との比較を念頭に置く限りは、公募の対象となる。全般に、本計画

班に所属しながらも、他班との連携研究が効果的な申請を期待する。本計画班で不足していると

考える視座を積極的に指摘し、その部分を補完するような研究は特に歓迎する。 
 
B02 人類進化班（200 万円×2 件、400 万円×2 件） 
 人類学・考古学・霊長類学・進化モデリングなどの手法を用いて、言語の階層性・意図共有の

基盤となる下位機能の出現時期を推定しその淘汰メカニズムを理解することをめざす。公募班

では、これら各分野の手法による独創的な研究、他計画班との橋渡しとなる研究を行う若手研究

者の応募を期待する。また、計画班には含まれない現代人・現代社会を対象にした文化人類学的・

文化進化学的アプローチも公募の対象となる。 
 
B03 認知発達班（200 万円×2 件、400 万円×2 件） 
 子どもの言語発達過程において、意図共有と階層化に関する原初的な能力の出現・発達、それ

らがどのように組み合わさり言語を可能とするかを多様な観点から調べ、発達過程から進化過

程を推測することを目指す。公募班では計画班の研究を補完・発展させるような研究に加え、関

連する事項に関する独創的なアイディアに基づく研究を期待する。非言語情報の言語化に関す

る研究、自閉症児の言語・非言語情報使用に関する知見から言語発達の条件を探る研究、音韻の

階層構造の発達過程と他の種との連続性を調べる研究、手話とジェスチャーの関係から言語化

の機序を調べる研究その他、他班との橋渡しも視野に入れた多様なアプローチの研究が対象と

なる。 
 



新学術領域研究「共創言語進化」 

 

5 
 

 
C01 創発構成班（200 万円×2 件、400 万円×2 件） 
 数理モデル、シミュレーション、言語進化実験、対話実験、ロボットの構築・相互作用実験と

いった構成論的アプローチを駆使して、言語の階層構造を生み出す能力、意図共有能力、それら

が合わさった共創的コミュニケーションの生物進化・文化進化を探求する。公募班では、構成論

を用いて階層生成能力・意図共有能力を探求する研究に加え、両能力の相互作用を検討する課題、

および、他班の方法論と構成論を架橋する可能性のある課題を期待する。階層生成や意図共有の

ような人間の言語・コミュニケーションに特徴的と考えられる性質・能力を想定したものでない

研究も公募の対象となる。その場合は人間の言語・コミュニケーションの起源・進化の理解にど

のような光をあてるかを明示してほしい。また、これまでにない新たな構成論的アプローチ、お

よび、共創的コミュニケーションの様式とその未来について具体的に検討する研究も対象とす

る。 


